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醤油粕からの天然ヒト型セラミド生産の
実証研究プロジェクト

研究代表者：福岡県醤油醸造協同組合
共同研究者：(株)ジェヌインR&D

福岡県農業総合試験場

研究期間：平成23年12月12日
～平成26年3月15日

福岡県リサイクル総合研究事業化センター 共同研究プロジェクト

タイトル
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醤油粕とは
醤油

Aspergillus oryzae ， Aspergillus ｓｏｙａｅ

蒸煮大豆と割砕小麦

醤油麹

→アミノ酸
（プロテアーゼ）

糖
（アミラーゼ）

製麹工程
(酵素生産)

仕込初期
（並行複発酵）

仕込後期
（熟成）

圧搾工程
（固液分離）

もろみ

醤油粕生醤油（生揚）

10 : 1

乳酸菌（Pediococcus halpophilus）

→乳酸発酵

酵母（Zygosaccharomyces rouxii）

→アルコール発酵

6ヶ月間熟成

３％

醤油粕発生量
当組合 約1,000t/年
全国 約70,000t/年

醤油粕は主に飼料(肥料)として利用されているが、
いくつかの問題点がある。
【問題点】
・高塩分（家畜や畑への還元は制限）
・保存性(夏季で数週間)

・特有の臭い

福岡県
醤油出荷量2.3万Kl(全国8位)

醤油業者数104社(全国1位)

プロテアーゼ，アミラーゼ

塩水



フリーセラミドとは
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角質層

表皮
グルコシルセラミド

フリーセラミド

乾燥ストレス

水分蒸散

フリー
セラミド

角質細胞

角質細胞

真皮

フリーセラミドはヒト表皮で特
異的に生産され、バリア機能や
保湿機能に重要な働きをする。

紫外線ストレス
細胞間脂質
（接着・保水・バリア機能）

醤油粕中にヒト型のフリーセラミドを発見
特許 第5013348 「スフィンゴ脂質の取得方法」,特開2012-126910「発酵粕由来スフィンゴ脂質」



目的：天然ヒト型セラミドの実用化
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〔目的達成のための課題〕
・工業的な生産技術の開発 【福岡県醤油醸造協同組合】
・抽出粕の飼料化の検討 【福岡県農業総合試験場】
・天然ヒト型セラミドの機能評価 【㈱ジェヌインR&D】

天 然 ヒ ト 型 セ ラ ミ ド ア ル コ ー ル 抽 出 粕

・保存性の向上
・臭いの低減

飼料
醤油

OH

O

NH

OH

n

・美容化粧品
・乳液
・保湿クリーム

化粧品会社

医薬品業界

セラミド原料供給

・皮膚外用剤

醤油粕は単なる飼料ではなく高機能成分の原料！
醤油粕を原料に機能性物質と付加価値のついた飼料を創る。

セラミド アルコール含有粕

醤油粕

21世紀新杜氏伝説

醤油粕を完全利用



醤油粕から天然ヒト型セラミドの生産

ｱﾙｺｰﾙ抽出 （抽出液）

濃縮・精製（ｱﾙｺｰﾙ抽出粕）

ｱﾙｺｰﾙ含有
A飼料

天然ﾋﾄ型
ｾﾗﾐﾄﾞ

・給餌ﾃｽﾄ合格
・保存性向上

・皮膚のﾊﾞﾘｱｰ機能
保湿機能
（高付加価値製品）

A飼料

・主に乳牛の飼料

〔従来型リサイクル〕 〔改良型（付加価値ON）リサイクル〕
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醤油粕 当組合 約1,000t/年
全国 約70,000t/年

醤油粕



研究成果（セラミド製造試験結果）

化粧品用（高純度） 石鹸・食品用（中純度） 計

収率 品質 純度 収率 品質 純度 収率

実績 0.10%
淡褐色・
無臭

95% 0.04% 茶・特異臭 50% 0.14%

目標 0.15%
白〜淡褐色
・微特異臭

80%
以上

ー ー ー 0.15%

粗セラミド 高純度セラミド

総セラミド収率はほぼ目標
を達成した。今後は化粧品
用高純度セラミドの収率向
上に取組んでいく。
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高純度セラミド粉末



研究成果（アルコール抽出粕の飼料化）

乾物摂取量

乳量
0.0

5.0

10.0

15.0
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乳量と乾物摂取量

乾物摂取量

乳量
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アルコール抽出粕を混ぜて泌乳牛にあたえても、
一般的な飼料と比べて摂取量も乳量も同程度

醤油粕を含まない
一般的な飼料

アルコール抽出粕を
2％混合

80ｇ/20ｋｇ

アルコール抽出粕を
5％混合

201ｇ/20ｋｇ



研究成果（アルコール抽出粕の畜産農家テスト）

酪農家による給与実証

酪農家の感想
アルコール抽出粕は
・あつかいやすい
・牛の食べ残しはない

アルコール抽出粕の混合

飼料混合機

草以外の飼料を
混合している

牛の採食性は良い

保存
期間

醤油粕 抽出粕

１ヶ月
全体に産膜酵母が増殖
悪臭を感じる

変化なし

２ヶ月
全体に産膜酵母が増殖
悪臭を感じる

変化なし

保存性試験
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研究成果（構造解析）

セラミドは『量より質へ』天然ヒト型セラミドにより肌本来の機能を取り戻す

分子種多様性

超長鎖型 多価ヒドロキシ型
肌本来に多いC24脂肪酸を主体とした
超長鎖型がバリア機能を向上させる

角質セラミドの最大水酸基数は4つ。高い
水素結合能により高保湿性を発揮する

炭素数20(3種)と炭素数24(16種)のセラミド
分子が肌本来の多様性を補う

＊合成セラミドは単一分子種

＊合成セラミドはC16 or C18 ＊安価な合成セラミドは水酸基数2つ

天然ヒト型セラミドは、構造多様性に富み、バリア機能の高い高分子
（長鎖）型を多く含む。

ファイトスフィンゴシン

脂肪酸O

NH

OH
OH

OH

C24
HO
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天然ヒト型セラミドの保湿機能改善効果

顔面右：セラミド入り、顔面左：セラミド無し

*P<0.05 (vs 0w)

TEWL: 皮膚水分蒸散量（g/hm2）
（値が小さいほど保湿性が高い）

天然ヒト型セラミド

セラミド無し
合成セラミド

セラミド無し

研究成果（機能性評価）

天然ヒト型セラミドは、合成セラミドよりも保湿機能改善効果が高く、
塗布4週目に初期値よりも有意に改善した。

高

保湿
機能

（被験者：10名） （被験者：11名）



天然ヒト型セラミド
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天然ヒト型セラミドのシワ改善効果

0週 2週 4週

シ
ワ
最
大
幅
（
μ
m
）

合成セラミド

セラミド無し

天然ヒト型セラミドは、シワの「幅」を縮小する傾向が見られたが、
合成セラミドでは見られなかった。

0週 2週 4週

研究成果（機能性評価）

シ
ワ
最
大
幅
（
μ
m
）

小

シワ幅

シワ最大幅（μm）
（値が小さいほどシワ幅が縮小）

顔面右：セラミド入り、顔面左：セラミド無し

セラミド無し
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（被験者：10名） （被験者：11名）



研究成果のまとめ

①実用規模での製造テストを実施し、純度95％の天然ヒト型
セラミドを精製することができた。

②天然ヒト型セラミドは、バリア機能の高い高分子(長鎖)型
を多く含んでいた。

③天然ヒト型セラミドは、合成セラミドよりも保湿機能改善
効果が高かった。

④天然ヒト型セラミドは、シワの幅を縮小する傾向が見ら
れた。

⑤アルコール抽出粕は、従来の醤油粕よりも保存性が向上し
飼料として利用できることを確認した。
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天然ヒト型セラミド実用化に向けて前進



今後の展開（事業化体制）

販売代理店
交洋ファインケミカル（株），山本香料（株）

天然ヒト型セラミド溶液

醤油醸造協同組合

ジェヌインR&D

粗セラミドエキス

抽出・濃縮

販売

製剤化

天然ヒト型セラミド（粉体）

精製

販売

化粧品メーカー

抽出醤油粕(アルコール含有)

醤油組合の既存販売ルート
畜産農家，飼料ﾒｰｶｰ

販売
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今後の展開(ﾕｰｻﾞｰへの商品提案)

2012年8月号 2013年12月号
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＜展示会＞
・第6回化粧品産業展 CITE Japan 2013（プレゼン実施）
・2013国際化粧品展（プレゼン実施）
・食品開発展2013（プレゼン実施）

＜ジャーナル＞
・フレグランスジャーナル2012年8月号
・フレグランスジャーナル2013年12月号

2013国際化粧品展

食品開発展2013

新規美容素材：
醸造発酵粕由来フリーセラミド
「天然ヒト型セラミド」

醸造発酵粕からの表皮バリア性の高い
「天然・ヒト型・超長鎖型フリーセラミド」
の開発


